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　オリンピック・パラリンピック東京大会が開催され、たくさ
んの日本人メダリストが誕生しました。そして、その多くのメ
ダリストからは、支えてくれた方々への感謝の言葉がありまし
た。人類の可能性と、そのために何が必要なのかを見せてくれ
たような気がします。
 「ギカイのひろば」もご協力い
ただいた皆さまに感謝し、新たな
可能性を求めて進んでいきます。

文：森　　亘
編集委員
山﨑　　栄　近藤　　浩　
森　　　亘　小川　龍美　
村上　嘉男　香取　幸子

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292�東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
�gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

▼�10月に開催された「日本U19トライアスロン選
手権」で5位に入賞した島﨑茉央さん（元狭山）

つなごう　  〜みずほ ともだちの輪〜
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の
■�本会議、委員会の開始時刻は、午前９時30分からです。なお、上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会
になる場合もございます。傍聴にお越しの際は、お電話またはホームページで日程などをご確認ください。

次回�12月定例会（予定） 12 月1日～14日

12月

11月
日 月 火 水 木 金 土

14 15 16 17 18 19 20
請願、陳情の
受付締め切り日 議会運営委員会

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問・議案審議）
本会議

（一般質問・議案審議）
5 6 7 8 9 10 11

総務産業建設委員会 厚生文教委員会 議会運営委員会

12 13 14 15 16 17 18
本会議

（議案審議）

　小学４年生の時にバスケットボールと出会い、瑞穂
二中時代には都の選抜チームに選ばれました。22歳
でノンプロの選手として天皇杯に出場。それを最後
に選手として引退し、指導者を志しました。現在、
プロリーグのジュニアチームのコーチをしながら、
瑞穂町の子どもたちにバスケを通じてスポーツの楽
しさを伝えています。「横田基地の子どもたちとの
交流試合はチアの応援もあり、ジュニアチームと思
えないほど本格的ですよ」と笑顔で話してくれまし
た。「将来、Bリーグに行くような地域クラブチーム
を瑞穂町に作りたい。スポーツで町を盛り上げた
い」そんな夢を抱きながら今日も子どもたちの心と
体を育んでくれています。

小松�揚
たか
明
ひろ
さん ▼

次の定例会は

12月1日㈬～
午前 9時 30分開会

スポーツで町を盛り上げたい
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　紙芝居や人形を使い、楽しく読み聞
かせをしてくれる「おはなし企画」。
イベントでは、子どもから高齢の皆さ
んに大変喜ばれています。今回、結成5
周年を迎えて、そんな節目も「進化の
過程です（笑）」と語る皆さんにお話
を伺いました。

※�書面アンケートをインタビュー形式に編集して
います。

Ｑ
設
立
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

─�

知
人
が
や
っ
て
い
た
「
大
人
の
た
め
の
読
み
聞

か
せ
」
を
瑞
穂
町
で
も
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
と

思
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ
が
実

施
し
た
音
訳
講
座
参
加
者
の
有
志
が
狭
山
池
の

ほ
と
り
で
始
め
た
の
が
設
立
の
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
５
周
年
を
迎
え
て
今
の
お
気
持
ち
は
。

─�

メ
ン
バ
ー
の
発
案
を
基
に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
時
間
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
５

周
年
は
ま
だ
進
化
の
過
程
で
す
。

Ｑ
参
加
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

─�

サ
ポ
ー
タ
ー
の
つ
も
り
で
参
加
し
た
ら
、
そ
の

ま
ま
ズ
ル
ズ
ル
と
…
（
笑
）
　

─�

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
参
加
が
き
っ

か
け
で
す
ね
。
　

─�

も
と
も
と
お
芝
居
や
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
ま

し
た
。
「
表
現
す
る
こ
と
を
続
け
た
い
」
と
思

っ
て
い
た
時
に
メ
ン
バ
ー
募
集
の
記
事
を
見
つ

け
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。
　

─�

公
演
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
朗
読

に
興
味
が
あ
り
、
定
年
退
職
後
、
地
元
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
と
も
思
っ
て
い
た

の
で
、
公
演
終
了
後
す
ぐ
に
入
会
し
ま
し
た
。

Ｑ
楽
し
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

─�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
読
み
聞
か
せ
に
行
っ
た
ら
、

サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
　

─�

練
習
前
の
雑
談
が
楽
し
く
て
、
気
が
つ
く
と
練

習
時
間
が
…
（
笑
）
　

─�

「
瞼ま

ぶ
た

の
母
」
の
役
柄
で
、
実
際
に
き
せ
る
を
持

っ
て
セ
リ
フ
を
言
っ
た
ら
、
大
受
け
。

─�

特
別
に
仕
立
て
た
自
転
車
を
使
っ
て
、
駄
菓
子

「
こ
ん
な
お
話
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
っ
て
い
た
ら

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

町議会

おはなし企画

特 集

&
おはなし企画

ボランティア団体
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紙芝居の公演が
懐かしかったと話す
梅原さん

桜
おう

梅
ばい

桃
とう

李
り

で
楽しんでいると話す
嶋田さん

次回作の構成を練る
のが楽しいと語る
久保田さん

「いつまでできるか
なぁ」と語る
五十嵐さん

いろいろな考え方、本や
読み方を知れたと話す
佐野さん

デイサービスで
サインを求められた
村山さん

を
配
っ
て
公
演
し
た
紙
芝
居
。
懐
か
し
さ
が
あ

り
ま
し
た
。
　

─�

「
赤
い
蝋ろ

う

燭そ
く

と
人
魚
」
の
朗
読
で
は
、
み
ん
な

で
切
り
絵
を
手
作
り
し
て
影
絵
の
映
像
を
作
成

し
ま
し
た
。
聞
い
て
楽
し
く
見
て
美
し
い
作
品

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　

─�

次
の
出
し
物
の
構
成
を
練
っ
て
い
る
と
き
は
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。

Ｑ
活
動
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

─�

腹
話
術
人
形
の
く
り
ち
ゃ
ん
を
仲
間
に
し
た
こ

と
で
す
。�

─�

夜
、
企
画
の
下
見
で
、
元
狭
山
神
社
に
行
っ
た

ら
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
警
官
と
鉢
合
わ
せ
。
数

日
前
に
さ
い
銭
泥
棒
が
出
た
と
か
。
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
　
　

─�

初
め
て
作
品
を
聴
く
人
が
、
耳
だ
け
で
作
品
の

世
界
観
や
魅
力
を
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
朗
読
す
る

の
は
、と
て
も
難
し
い
と
実
感
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
参
加
し
て
良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

─�

お
客
さ
ま
の
「
と
て
も
良
か
っ
た
」
の
声
は
う

れ
し
い
で
す
ね
。
　

─�

懐
か
し
い
絵
本
か
ら
新
し
い
絵
本
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。

─�

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
本
の
読
み
方
を
知
れ
た

こ
と
で
す
。

─�

メ
ン
バ
ー
が
み
ん
な
前
向
き
な
こ
と
で
す
ね
。

Ｑ
P
R
を
ど
う
ぞ
。

─�

ど
こ
で
も
行
き
ま
す
！
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
い
で

す
！
　

─�

お
は
な
し
の
世
界
は
豊
か
で
奥
が
深
い
こ
と
を

私
た
ち
の
朗
読
か
ら
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
多
く
の
方
に
け
や
き
館
で
の

朗
読
会
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

─�

「
こ
ん
な
お
話
や
っ
て
み
た
い
！
」
っ
て
思
っ

て
い
た
ら
、
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。
試
行
錯

誤
を
楽
し
め
る
方
、
募
集
中
で
す
。

Ｑ
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
。

─�

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
に
、
町
内
各
地
で
の
街
頭

紙
芝
居
を
軌
道
に
乗
せ
た
い
で
す
。
　

─
い
つ
ま
で
で
き
る
か
な
ぁ
。
　

─�

お
は
な
し
企
画
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
で
読
み
聞
か
せ
番
組
を
持

て
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
　

─�

み
ん
な
で
楽
し
め
る
お
話
し
の
企
画
を
、
自
分

も
楽
し
み
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

みんなを笑顔に
してくれる
村上さんと
くりちゃん

ギカイのひろば Vol.23003
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キャッシュレス決済の普及・促進を
Ｑ�　キャッシュレス決済機器導入促進事業委託料と補助金
で再度約250万円計上しているが内容は。

Ａ�　町内の中小店などにキャッシュレス決済を普及するた
め、必要な機器の導入経費の一部を補助し、その活用を
促すことで商業のデジタル化、新しい生活様式の促進を
図る。補助率は３分の２で上限は10万円。ただし、フラ
ンチャイズ店は除く。

日ごろの防災活動に財団から170万円の補助
Ｑ�　武蔵野自衛消防隊装備品として約171万円を計上しているが内容は。
Ａ�　一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業による宝く
じ助成で、170万円の補助を得て装備品を購入する。内容は、隊員の
作業着、編み上げ靴、防寒着、カスタムベルト、業務用無線など16
点を予定している。

コミュニティバス 実証実験運行を開始
Ｑ�　コミュニティバス運行事業として当初予算では2,500
万円計上していたが、今回さらに4,000万円計上して
いる。主な内容は。

Ａ�　バスの購入、バス停標識の作成、既存バス２台の改
修、PasmoやSuicaなどに対応するためのＩＣ機器設
置、中型バス２台のリース代、人件費、燃料費、保険
や事務に係る経費など。

Ｑ�　今後の年間経費はどのように見込まれるのか。
Ａ�　年１億円を超える経費が必要と見込んでいる
が、最終的には、年度末に運行等の収入を差
し引いた額となる。また、助成金については、
都と協議をしている。

pick up 1

令和３年度瑞穂町一般会計補正予算（第8号）を可決議案第��号

議案審議 令和３年
９月定例会

ギカイのひろば Vol.230 04
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３日間にわたり
延べ180件の質疑
４日目に議員間討議

2年度決算を
認　　定

新型コロナウイルス対策のため、議場で審査を行いました。

　今回の議会では、２年度一般会計・各特別会
計・下水道事業会計の決算認定議案が町から上
程され、審査の結果、いずれの会計も全会一致
で認定されました。

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査

　
議
案
が
上
程
さ
れ
た
後
、
議
会
で
は
、
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
長
、
議
会
選
出
監
査
委

員
を
除
く
１２
名
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
委 

員 

長
　
原
　
隆
夫

　
副
委
員
長
　
森
　
　
亘

　
１
～
３
日
目
　
町
の
説
明
員
同
席
の
も
と
審
査

　
４
日
目
　
議
員
間
討
議

会    計   名 歳　　　入 歳　　　出

一  般  会  計 187億2,544万7,508円
(+13.6%)

183億 261万1,237円
(+13.4％)

特
　別
　会
　計

国 民 健 康 保 険 35億9,433万6,542円
(−4.1％)

35億6,476万4,418円
(−3.8%)

駅西土地区画整理事業 11億3,098万 937円
(−26.7％)

10億9,819万6,753円
(−25.8％)

介 護 保 険 24億3,811万 959円
(+6.2%)

23億7,786万1,101円
(+3.8％)

後 期 高 齢 者 7億7,829万5,622円
(+5.8%)

7億7,135万8,389円
(+6.0％)

殿 ケ 谷 財 産 区 264万7,029円
(−46.5%)

181万7,107円
(−55.8％)

石 畑 財 産 区 1,078万5,405円
(−44.6％)

863万6,332円
(−49.4％)

箱 根 ケ 崎 財 産 区 450万4,810円
(+55.8％)

306万7,040円
(−65.5％)

長 岡 財 産 区 79万1,167円
(−14.4％)

50万4,630円
(−21.5％)

会　計　名 収益的収入 収益的支出

下 水 道 事 業 会 計 ※
12億9,522万3,089円 11億6,649万6,859円
資本的収入 資本的支出

3億6,725万8,300円 5億3,004万6,146円

賛
成
討
論

　
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
予
定
し
て
い
た
149
の
事
業
が
中
止
、
縮

小
、
延
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
実
現
に
向
け
た
協
議
お
よ
び
事
務
事
業
、

第
５
次
長
期
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
、
町
独
自

の
事
業
継
続
支
援
給
付
金
の
実
施
な
ど
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
し
な
が
ら
、
重
要
な
事
業
や
施
策
に
取
り

組
み
、
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
、
町
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
つ
い
て
は
、
集
団
接
種
と
個
別
接
種
の

併
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
に
よ
り
効
率
的
な
接

種
体
制
を
確
立
し
実
施
し
た
こ
と
な
ど
は
特
に
高

く
評
価
で
き
る
。

森
　
　
亘 

議
員

( )内は前年度比

※2年度開始のため前年度比はなし

ギカイのひろば Vol.23005
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平成29年
6月定例会
決算質疑を
ピックアップどう使われたか、私たちの　　　　税金、議員が総点検

問�　移動児童館事業を前年度より80回増やし、合計で
205回実施したがその成果は。

子 育て応援課長　対象を0歳児にも拡大し、期間限定
保育は開館時間を1時間延長するなど工夫をした。
利用者数は対前年度で27人増となった。実施を待っ
ている方もいて、移動児童館が非常に浸透してきた
と考えている。

問�　公園の安全対策の実績は。
建 設課長　36公
園、197基の遊
具を点検した。
ブランコのつり
部材を交換し安
全を確保した。
また、31か所
の砂場の清掃・
消毒を年６回実
施した。

子育て
教　育

問�　栗原地区土地区画整理事業は、組合設立準備会総
会により方針変更が確認され、地権者などの合意を
３月までに得ると報告があったが実績は。また、都
との交渉は。

都 市計画課長　住居系主体から、一部住居系を含む産
業系の土地利用に方向転換しており、都と協議の上、
了解も得た。今後も地権者の意向を踏まえたまちづ
くりを積極的に行えるよう、都との協議を継続して
実施する。

問�　元狭山地域の不明水対策工事実施設計900万円、
不明水対策工事費約8,100万円を支出しているが、
工事内容と進捗率は。

都 市計画課下水道担当主幹
　人孔内の補修を21か
所と人孔調査６か所、管
渠部分の補修を162か所、
直径400㎜管の補修工事
を37.35m実施している。
２年度の工事進捗率は
46.8％である。

まちづくり

下水などの管渠を補修する
ための人孔（マンホール）

事
業

評
価

事
業

評
価

問�　災害用の備蓄薬品の購入内容は。
健 康課長　医師・薬剤師と相談し、263人が３日程
度使用できる量の薬剤を備蓄した。内容は、鎮静
剤、去たん剤、解熱鎮痛消炎剤、止

し

瀉
しゃ

薬
やく

（下痢止
め）、強心剤、血圧降下剤など49種類である。

問�　防災協定は拡充したか。
住 民部参事　６社と協定を結んだ。バス、電力、燃
料、物流企業のほか、葬祭関係企業と非常時の備
品の提供、段ボールベッド企業と供給に関する協
定を締結した。

防　災

保健センターで備蓄されている災害用薬品

問�　新事業「学びのテーマパーク」の内容と成果は。
教 育指導課統括指導主事　家庭学習の一部を放課後
の学校で行い、児童生徒が選択した学習課題に取
り組み、国語・算数・数学を中心に1時間程度行
う事業。成果は学習時間が増加したことである。
また、自分で学習課題を設定して解くことで、目
的意識を持って調べるという成果もあった。その他、
ノートまとめコンクールでは誤字脱字も減り、正し
い言葉で書く習慣が身に付いてきた。

問�　ふるさと学習「みずほ学」の改善への取組みは。
教 育指導課長　中学校の職場体験を「みずほ学」に
位置付けると共に、過去や現在の郷土についてを
主とした学習から、町の未来について創造する学
習にも取り組むようにした。学校、保護者、地域
など町全体で行うことを強く意識し、発信に取り
組んでいる。
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どう使われたか、私たちの　　　　税金、議員が総点検

問�　収入未済額が増加した。収納率
向上へどのように取り組んだのか。
税 務課長　納付相談により固定資産
税を月払いにすることで231件で
約2,700万円収納できた。また、
会計年度任用職員3名が未納者を
約6,300件訪問し、約1,100件で
約4,200万円収納できた。収入未
済額が増えた主な理由はコロナの
影響で猶予制度の利用があったた
めだと考えている。

問�　マイナンバーカードの普及促進
の成果は。
住 民課長　２年度の発行枚数は、
3,684枚で、前年度の枚数より
2,976枚増えた。無料の写真撮影、
申請書記入の手伝い、休日窓口の
開設などが普及につながったと考
えている。

問�　在宅勤務等の促進のため、ふれ
あいセンターにサテライトルーム
を開設したが実績は。
福 祉課長　リモートでの授業、就業
や入学試験、面接などに必要な
wi-fi環境の個室を確保し、３年１
月から開始した。会社員や学生な
ど54人が利用した。

問�　中小企業などの事業継続のため、
町独自で82件、1,640万円を給付
しているが、受給後に事業継続が
困難になって廃業や事業を縮小し
た事業者はいるか。
産 業課長　国の持続化給付金に該当
しない事業者を救う目的で実施し
た。申請要件を今後の事業継続と
しており、現在まで廃業、倒産し
たといった話は商工会からは聞い
ていない。

歳　入

コロナ対策

安全・安心

福祉・健康

産　業

事
業

評
価

評価対象となった事業
（P8・P9 参照）

問�　２年度からスタートした、高齢者の保健事業と介護予防の一体
的実施事業の実績は。
高 齢者福祉課長　多様な問題を抱える高齢者に対して、効率的か
つ、きめ細やかな支援のため、各種データを活用し、保健事業
と介護予防を一体的に行った。２年度は個別的支援として健康
状態不明者12名、また、老人クラブ、認知症カフェなど14か所
を巡回し、相談を受けたり、健康教育を実施した。

問�　２年度に高齢者のインフルエンザワクチン接種を無償化したが
成果は。
健 康課長　接種率では、前年度37.1％に対して60.5％と大きく増
加した。

松原東公園付近の防犯カメラ

問�　農地の創出・再生支援事業費補助金の内容と成果は。
産 業課長　認定農業者が荒廃した農地を購入して再生する取り組
みへの支援事業。お茶畑を別の作物の栽培に利用できるように、
茶の木の伐根や霜取り用の送風機の撤去などの費用を支援した。
今後は、その農地を活用しキャベツやサツマイモなどを栽培し
ていく。農業経営規模の拡大や遊休農地の解消などにも効果が
あった。

事
業

評
価

問�　青パト（青色回転灯装備車）による防犯パトロールに約1,600
万円支出しているが効果は。また、年々犯罪件数が減少してい
る状況で継続するか検討したのか。
地 域課長　学校や住民からの要望に
応えて子どもたちの下校時刻とな
る午後３時からパトロールを開始
し、子どもたちの見守りに効果を
上げている。継続については今後、
調査、研究していく。

問�　防犯カメラ設置工事約225万円
の３か所の設置場所は。
地 域課長　議会から危険性が指摘さ
れた町道２号線（高根坂）の頂上
部分、住民要望のあった松原東公
園付近、警察から依頼のあった富
士山栗原新田の八高線ガード付近
に設置した。工事費や申請費など
１か所当たり約57万円である。
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これら3事業については、新型コロナ感染拡大防止から十分な現地視察、　　先進地視察等を実施できなかったことから、引き続き調査していく。

議員が注目の施策�　　３事業を評価

地域の方を先生として招いての授業や体
験学習などもあり、大変有効だと思う。

教育委員会では、郷土愛の育成、自学自
習による学力向上、SDGsなどへの効果
を事業目的としているが、ボリュームが
多く、理想が高すぎるのではないか。

「瑞穂町が好き」「町のみんなのために
何かしたい」そんな子どもたちを育成す
るのが本来の教育目的では。

教育基本計画のアンケートで、特に中学
生と保護者の６〜７割がこの事業に対し
て否定的か無関心な結果であったことは
看過できない。

本来は保護者も地域の方もこの事業の目
的を認識した方が良い。周知に工夫が必
要だと思う。

瑞穂町を「知る」「かかわる」「する」
など短くて分かりやすいキャッチコピー
の方が良いのではないか。

瑞穂町の自然や文化を学
び、将来を考え、社会に
貢献する心を持つ子を育
てる事業。

�将来、地域社会の一員としての役割を担う子ども
の育成に効果的な事業がなされたか。

❷�ふるさと学習みずほ学

調べる学習コンクールと連動して子ども
たちが自主的に参加し学習している学校
もあれば、対象学年の生徒全員に残って
もらい、プリント学習をさせている学校
もある。出席率では有効性の判断はでき
ない。

文部科学省が打ち出した、教育を学校だ
けではなく、地域も含めて自治体全体で
取り組む方針に基づいた事業だと思う。
ただ、その方針が地域にも学校にも全体
的に浸透していないと思われる。

指導員（地域のボランティア）の方針と
学校の先生との考え方に開きがみられる。
特に中学校はその傾向が顕著である。

必要な事業だが、効果的な事業にするた
めには、指導員と学校で認識の共有や話
し合いの機会が必要だと思う。

家庭学習の一部を放課後
の学校内で取り組み、学
力の向上を目指す事業。
「平日に1日1時間以上、
授業以外の学習に取り組
む」習慣を身に付けるこ
とを目標にしている。対
象は、小学４年生以上と
中学１・２年生。

学力向上の効果はみられたか。

❸�学びのテーマパーク❸❸ 学びのテーマパーク学びのテーマパーク❸ 学びのテーマパーク学びのテーマパーク❸❸ 学びのテーマパーク学びのテーマパーク❸❸ 学びのテーマパーク学びのテーマパーク

議員間討議

議員間討議

厚生文教委員会

決算額

約319万円

決算額

約16万円

抽出理由

抽出理由
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これら3事業については、新型コロナ感染拡大防止から十分な現地視察、　　先進地視察等を実施できなかったことから、引き続き調査していく。

議員が注目の施策�　　３事業を評価
　　

❶�防犯パトロール

ここ数年、犯罪件数は減少傾向にあり、
犯罪抑止には有効だと思う。

基地再編交付金を基金で積み立て、始め
た事業であり、あと3〜4年で原資が尽
きるため、見直しが必要ではないか。

近隣市に比べると費用が高額である。
※�概算値参考（ただし、瑞穂町のみ業者と契約するなど内容
は自治体ごとで大きく異なります。）

羽村市� 40時間/月� 385万円/年
武蔵村山市� 48時間/月� 130万円/年
瑞穂町� 240時間/月� 1,606万円/年

近隣市は、小・中学生の下校時間のパト
ロールを基本にしている。

ボランティアや町民の団体だけで広域で
長時間のパトロールをすることは難しい
ことを考えると、必要な事業だと思う。

車両1台で７校同時の下校の見守りは難
しいのでは。

委託先が警備会社であり、業務条件を踏
まえると決算額は妥当。

町内全域を午後3時～
午後11時までパトロー
ルする事業。

コース、時間は効果
的であったか。

総務産業建設委員会

議員間討議

◆評価結果
評価項目 防犯パトロール ふるさと学習 学びのテーマパーク

必要性
住民ニーズ

★必要性が高い
・どちらかと言えば必要性がある
・必要性が低い
・必要性が認められない
・上記に当てはまらない

妥当性
町で行わなければならないか

★町が主体的に行うことが妥当
・どちらかといえば町が行うべき
・側面的な支援に留めるべき
・必要性がない
・上記に当てはまらない

長期総合計画、その他計画との整合性
計画的か

★計画に合致している
★概ね合致している
・計画に一部合致している
・合致しているとは言い難い
・上記に当てはまらない

緊急性 /継続性
優先的 /継続的に実施する必要があるか

★緊急性 /継続性が高い
・比較的緊急性 /継続性がある
・緊急性 /継続性が低い
・緊急性 /継続性が認められない
★上記に当てはまらない

有効性
最も有効な方法か

・有効と認められる
★さらなる工夫が必要
・有効性が低い
・有効性が認められない
・上記に当てはまらない

必要性が高い

計画に合致している

継続性が求められる 緊急性が高い継続性が高い

概ね合致している計画に合致している

町が主体的に行うことが妥当

さらなる工夫が必要

◆議会で報告した意見

必要性が高く、継続すべき事業
であるが、財源を考えると今後、
費用対効果やコース・時間帯な
ど工夫が必要である。

防犯パトロール
事業目標や理念を先生と指導員
が共有する工夫をしてほしい。
学校ごとに特色は認めつつ、目
的、方向性は同じにする必要が
ある。

学びのテーマパーク
有効と認められる大変素晴らしい
事業であるが、周知など、さら
なる工夫をしてほしい。

ふるさと学習みずほ学

決算額

1,606万円

抽出理由
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※全ての陳情の詳細はHPでご覧になれます。

オスプレイの市街地上空での低空・旋回飛行の中止などを強く要望
　８月４日、町と共に、北関東防衛局、防衛省（市ヶ谷）を　８月４日、町と共に、北関東防衛局、防衛省（市ヶ谷）を
訪問し、横田基地対策について要望活動を行いました。訪問し、横田基地対策について要望活動を行いました。※
　今夏にオスプレイが１機追加配備され、これまで以上に騒　今夏にオスプレイが１機追加配備され、これまで以上に騒
音や低周波振動が懸念されることから、C-130輸送機など音や低周波振動が懸念されることから、C-130輸送機など
も含めた低空飛行による旋回の中止を求めると共に、コロナも含めた低空飛行による旋回の中止を求めると共に、コロナ
感染症や事故の速やかな情報提供などを強く訴えました。ま感染症や事故の速やかな情報提供などを強く訴えました。ま
た、災害時の対応なども言及し、さらなる協力を求めました。た、災害時の対応なども言及し、さらなる協力を求めました。
※緊急事態宣言中のため、総務省・外務省・環境省は郵送で実施。※緊急事態宣言中のため、総務省・外務省・環境省は郵送で実施。

委
員
会
活
動
報
告

基
地
対
策
特
別
委
員
会

委員会での審査および討議

〜総務産業建設委員会で審査〜
日本が「核兵器禁止条約」に署名・批准するよう、
政府に意見書を提出して欲しい
3陳情第11号
「核兵器禁止条約の署名、批准に関する陳情」
提出者　新日本婦人の会お茶の実会
　　　　代表　青木�道子

2つの陳情
一括審査

3陳情第12号
「核兵器禁止条約の署名・批准を求める陳情」
提出者　みずほ９条の会
　　　　共同代表　谷�四男美、棣

てい

棠
と う

�まゆみ

�亡くなった方は、広島で14万人、長崎で７万4,000人、被爆の後遺症で亡くなった方も合わせ
ると50万人に達する。日本は唯一の被爆国であり、署名すべきであった。

政府はこの条約を否定しているのではない。単に署名・批准するのではなく、実効性のあるも
のにすることが重要と考えたのではないか。

核兵器の保有国と非保有国の対立、分断を回避し、核によらない安全保障の在り方について進
めていくことを担えるのは唯一の被爆国である日本であると考えて判断していると思う。

戦後、世界では内戦も含めて100以上の戦争があるが、核兵器は使われていない。現時点で、
核兵器が抑止効果になっているという許されざる現実がある。

隣国は国連のあらゆる決議を無視し、核実験や弾道ミサイルの実験をしている。核兵器を保有
していない日本が核の脅威にさらされている状況にある。

核兵器廃絶は賛成だが、現実に国民の命を守るために何が必要か拙速に判断はできない。

国内外の動向も含めて、深く広く情報を収集して結論を下すべき重要な内容であり、継続して
さらに調査を進めるべきだと思う。

審査の結果、全会一致で、次回定例会までに調査を継続して行っていくことになりました。
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全会一致で可決（承認・同意・認定）された議案等

※全ての議案の詳細はHPでご覧になれます。　

議案第 55 号 専決処分の承認について（令和３年度瑞穂町一般会計補正予算（第７号））

議案第 56 号 専決処分の承認について（令和３年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第１号））

議案第 57 号
瑞穂町個人情報保護条例及び行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

議案第 58 号 瑞穂町手数料条例の一部を改正する条例

議案第 59 号 瑞穂町福祉バス運行基金条例を廃止する条例

議案第 60 号 瑞穂町副町長の選任について

議案第 61 号 瑞穂町固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第 62 号 瑞穂町道路線の廃止について

議案第 63 号 令和３年度瑞穂町一般会計補正予算（第８号）

議案第 64 号 令和３年度瑞穂町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第 65 号 令和３年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）

議案第 66 号 令和３年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第 67 号 令和３年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第 68 号 令和３年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 69 号 令和３年度瑞穂町石畑財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 70 号 令和３年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 71 号 令和３年度瑞穂町長岡財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第 72 号 令和２年度瑞穂町一般会計歳入歳出決算認定について

議案第 73 号 令和２年度瑞穂町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 74 号 令和２年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 75 号 令和２年度瑞穂町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 76 号 令和２年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 77 号 令和２年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 78 号 令和２年度瑞穂町石畑財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 79 号 令和２年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 80 号 令和２年度瑞穂町長岡財産区特別会計歳入歳出決算認定について

議案第 81 号 令和２年度瑞穂町下水道事業会計利益の処分及び決算認定について

議案第 82 号 令和３年度瑞穂町一般会計補正予算（第９号）

議案第 83 号 令和３年度瑞穂町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第 84 号 令和３年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第３号）
議員提出
議案第 2 号 瑞穂町議会会議規則の一部を改正する規則
議員提出
議案第 3 号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

pick up 1

令和３年第３回瑞穂町議会定例会議案
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一 
般
質
問

町政を問う

一般質問とは？
　町で行なっている事業の現況や将来の方針に関して、
町長や教育長に問題点を質問したり、政策を提言した
りします。
　質問の範囲は、町の行財政、地域の問題や住民生活
に関わる事項など多岐にわたります。
　なお、今定例会では、「みずほまる」を応援するた
め、胸と襟下にイメージをあしらった特製ポロシャツ
を着用し、本会議に臨みました。

議
員
��
人
か
ら
一
般
質
問
��
件

質
問
　
不
登
校
児
童
生
徒

は
、
全
国
的
に
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
高
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。
文
部
科
学

省
は
元
年
１０
月
の
通
知
で
、

支
援
に
つ
い
て
は
学
校
に

登
校
す
る
と
い
う
結
果
の

み
を
目
標
に
す
る
の
で
は

な
く
、
既
存
の
学
校
教
育

に
な
じ
め
な
い
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
や
不
登
校
特
例

校
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
で
の
受
け
入
れ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
な
ど
を
活
用
し
社
会
的

自
立
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
町
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
町
で
は
中
学
校

の
不
登
校
出
現
率
が
４
～

５
％
台
と
国
や
都
よ
り
も

常
に
高
い
数
値
で
推
移
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
で

は
、
国
の
不
登
校
児
童
生

徒
の
多
様
な
教
育
機
会
の

確
保
の
方
針
に
基
づ
き
、

適
応
指
導
教
室
指
導
員
の

学
校
派
遣
に
よ
る
別
室
指

導
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

相
談
員
に
よ
る
家
庭
訪
問

な
ど
を
充
実
さ
せ
た
。
ま

た
、
長
期
欠
席
児
童
生
徒

へ
の
支
援
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
学
校
が
年
間
を
通
じ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
支
援
計

画
、
実
績
を
評
価
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
今
後
も
適

応
指
導
教
室
に
通
え
な
い

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も

支
援
が
行
き
届
く
よ
う
に

努
力
を
重
ね
て
い
く
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

 

支
援
に
つ
い
て
問
う

適
応
指
導
教
室
に
通
え
な
い

 

児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
努
力
す
る

小
川
　龍
美
　議
員
（
公
明
党
）

教
育
長

適応指導教室「いぶき」
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小川　龍美　議員（公明党）

アフターコロナを見据えた
 まちづくりを

デジタルトランスフォーメーションが
 重要

森　　　亘　議員（自民誠和会）

町長

質
問
　
町
で
は
３
年
度
か

ら
新
た
に
策
定
さ
れ
た
長

期
総
合
計
画
に
沿
っ
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
つ
い
て
未
知
の
段
階

で
の
策
定
作
業
で
あ
っ
た

た
め
、
今
後
、
計
画
推
進

伸
ば
し
て
い
る
。

問
③
　
自
治
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
状
況
と
対

応
は
。

町
長
　
ど
の
団
体
も
活
動

に
苦
慮
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
た
町
内
会
が
現
れ

た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
活
動
を
再
開
し
た
。

問
④
　
学
校
・
地
域
・
家

庭
の
連
携
の
状
況
と
今
後

の
対
応
は
。

町
長
　
新
た
な
通
信
媒
体

を
活
用
し
た
活
動
の
展
開

を
進
め
た
い
。

に
は
柔
軟
性
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

次
の
４
点
を
町
長
に
伺
う
。

問
①
　
現
時
点
で
発
生
し

て
い
る
社
会
経
済
的
課
題

と
対
応
は
。

町
長
　
生
産
人
口
の
減
少
、

地
域
経
済
の
縮
小
が
進
行

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
重

要
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

問
②
　
民
間
事
業
者
の
動

向
は
。

町
長
　
飲
食
業
・
理
容
業
、

運
輸
業
の
売
り
上
げ
が
減

少
傾
向
。
卸
売
業
、
製
造

業
、
農
業
が
売
り
上
げ
を

中小企業が集積する工業地域

質
問
　
こ
の
手
当
は
、
著

し
く
重
い
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
時
、
特
別

の
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
在
宅
の
２０
歳
以
上
の

方
に
支
給
さ
れ
る
国
の
制

度
で
あ
る
。
ま
た
、
要
介

護
４
・
５
の
方
で
も
申
請

が
で
き
、
要
件
を
満
た
せ

ば
支
給
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
公
的
制
度
自
体
を
多

く
の
方
が
知
り
得
ず
、
受

給
漏
れ
も
多
い
。
次
の
点

に
つ
い
て
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

問
①
　申
請
要
件
と
現
在

の
手
当
受
給
者
数
は
。

町
長
　
申
請
要
件
は
、
重

度
の
障
が
い
が
重
複
し
て

い
る
、
も
し
く
は
そ
れ
と

同
等
の
疾
病
の
あ
る
方
と

な
っ
て
い
る
。
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
の
人
数

は
、
３
年
７
月
末
現
在
で

45
名
で
あ
る
。

問
②
　在
宅
の
要
介
護
の

方
へ
の
周
知
・
申
請
を
積

極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き

と
思
う
が
。

町
長
　
要
介
護
４
・
５
の

方
へ
の
周
知
や
申
請
へ
の

働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
重
度
の
要
介
護
状

態
に
あ
る
在
宅
高
齢
者
へ

の
働
き
か
け
が

重
要
で
あ
り
、

新
た
な
手
法
も

必
要
と
考
え
る
。

個
人
の
状
況
を

判
断
し
、
家
族

に
対
す
る
周
知

を
含
め
、
申
請

手
続
き
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う

に
支
援
を
継
続

し
て
い
く
。

特
別
障
害
者
手
当
に
つ
い
て

申
請
手
続
き
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に

 

支
援
を
継
続
す
る

大
坪
　国
広
　議
員
（
日
本
共
産
党
）

町
長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
追

加
配
備
撤
回
を
求
め
る

べ
き

町
長
　地
方
自
治
体
が

賛
否
を
唱
え
る
立
場
に

は
な
い
が
、
住
民
の
安

全
と
良
好
な
生
活
環
境

の
確
保
を
求
め
て
い
く
。

アフターコロナを見据えた

森　　　亘　

町長

申
請
手
続
き
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
が

深
刻
な
状
況
と
な
り
、
先

行
き
が
見
通
せ
な
い
時
代

と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候

変
動
は
、
日
本
を
は
じ
め

全
世
界
に
お
い
て
、
深
刻

で
待
っ
た
な
し
の
状
態
で

あ
る
。
国
は
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
た
め
、
脱
炭
素

の
非
常
に
高
い
目
標
の
政

策
を
打
ち
出
し
た
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
瑞

穂
町
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
や

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
町
は
、
３
年
度
に

第
３
次
瑞
穂
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

し
、
町
の
事
務
事
業
に

伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
を
目
指
し

て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
さ

ら
な
る
促
進
、
電
気
自
動

車
の
導
入
、
公
共
施
設
の

断
熱
性
を
高
め
る
な
ど
、

計
画
的
に
個
別
の
削
減
目

標
を
立
て
、
持
続
性
と
経

済
性
を
両
立
さ
せ
た
新
し

い
生
活
様
式
を
さ
ら
に
検

討
し
て
い
く
。
地
球
温
暖

化
防
止
を
推
進
す
る
た
め
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

し
て
い
き
た
い
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策
に
つ
い
て

計
画
的
に
個
別
の
削
減
目
標
を
立
て
、

 

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

下
澤
　章
夫
　議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

中小企業・小規模事業者
 支援について

地域経済支援施策を提案し、
 実施に結び付けたい

香取　幸子　議員（自民誠和会）

町長

質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
は
見

通
し
が
立
た
ず
、
こ
れ
ま

で
の
４
回
の
緊
急
事
態
宣

言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
発
令
に
伴
う
経
済

活
動
の
制
約
に
よ
り
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施

す
る
ほ
か
、
商
業
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
促
進
す
る
た
め
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
を
実
施

す
る
。
ま
た
、
専
門
家
相

談
窓
口
の
維
持
・
継
続
に

対
し
て
商
工
会
と
連
携
し
、

国
や
都
の
各
種
補
助
支
援

制
度
や
経
営
な
ど
に
関
す

る
事
業
者
か
ら
の
相
談
に

対
応
し
て
い
く
。
今
後
も
、

予
想
外
の
事
態
が
起
き
る

こ
と
を
念
頭
に
、
地
域
経

済
支
援
施
策
を
提
案
し
、

実
施
に
結
び
つ
け
た
い
。

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
町
内
の
事
業
者
も
例
外

で
は
な
く
、
こ
の
ま
ま
で

は
雇
用
の
確
保
や
事
業
の

継
続
が
困
難
に
な
る
と
い

う
声
も
聞
い
て
い
る
。

国
・
都
・
町
が
備
え
る
各

種
支
援
制
度
の
活
用
推
進
、

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
支

援
を
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長
　
地
域
経
済
の
下
支

え
は
、
柔
軟
に
か
つ
迅
速

に
各
種
施
策
を
展
開
し
て

き
た
。
３
年
度
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
プ
レ
ミ
ア

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

町庁舎外壁のデザインも加味した太陽光発電パネル

各種専門家による相談事業（商工会内）
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介護報酬の地域区分とは
　人件費の地域差を介護報酬に反映させるために設けら
れた区分のこと。０〜20％の範囲で８つに区分されている。

質
問
　
認
知
症
を
伴
う
被

介
護
者
の
在
宅
介
護
は
家

族
負
担
が
大
き
い
。
第
８

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
で
行
わ
れ
た
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
調
査
や
在
宅
介

護
の
実
態
調
査
で
は
、
町

へ
の
希
望
と
し
て
、
緊
急

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
夜
間

に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、

家
族
介
護
者
の
負
担
の
軽

減
、
入
所
施
設
の
整
備
な

ど
の
回
答
が
多
い
結
果
で�

あ
っ
た
。
超
高
齢
社
会
に

お
い
て
介
護
離
職
や
共
倒

れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

施
設
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

う
。

町
長
　
町
で
は
、
２
年
度

の
認
知
症
高
齢
者
数
を
１

５
８
６
人
と
推
計
し
て
い

る
。
認
知
症
へ
の
対
応
と

し
て
、
町
単
独
だ
け
で
は

な
く
、
自
治
体
間
の
連
携

と
広
域
の
施
設
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
資
源
も

活
用
し
て
い
く
。
そ
の
上

で
、
サ
ー
ビ
ス
需
要
量
と

供
給
量
の
適
正
化
や
質
を

見
極
め
、
町
の
計
画
目
標

を
達
成
し
た
い
。
ま
た
、

３
年
度
か
ら
介
護
報
酬
の

地
域
区
分
６
％
へ
の
移
行

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
か
ら
、
現
施
設
事

業
者
の
手
当
て
の
偏
在
解

消
に
よ
り
、
そ
の
効
果
に

期
待
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢
社
会
に

 

向
け
て
の
介
護
施
策
に
つ
い
て

各
自
治
体
と
の
連
携
、

 

広
域
の
資
源
も
活
用
し
た
い

村
上
　嘉
男
　議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

児童・生徒の安全確保に
 ついて

危険箇所の把握を強化し、
 合同点検を９月に実施

村山　正利　議員（自民新政会）

教育長

質
問
　
児
童
・
生
徒
が
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
る

た
め
に
は
安
全
確
保
が
重

要
と
考
え
る
。

　
６
月
２８
日
、
千
葉
県
八

街
市
に
お
い
て
児
童
の
列�

に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、

５
名
が
死
傷
す
る
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
。
今

校
、
警
察
、
道
路
管
理
者

な
ど
と
連
携
し
て
９
月
を

め
ど
に
実
施
す
る
。
学
校

で
の
安
全
確
保
は
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
や
施
設
設

備
の
点
検
、
補
修
や
更
新

を
進
め
て
お
り
、
防
犯
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
黄
色
帽
子
な

ど
の
配
布
に
よ
り
児
童
・

生
徒
の
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。
安
全
教
育
に
つ

い
て
は
、
学
校
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
践
、

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
と
自
転

車
安
全
教
育
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
。

回
の
事
故
に
鑑
み
、
国
は
、

「
通
学
路
に
お
け
る
合
同

点
検
等
実
施
要
領
」
を
作

成
し
、
そ
の
対
応
を
求
め

て
い
る
が
、
町
の
現
在
の

進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
学

校
で
の
安
全
確
保
や
安
全

教
育
を
適
正
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
所
見
を

伺
う
。

教
育
長
　
今
回
の
合
同
点

検
で
は
、
国
か
ら
示
さ
れ

た
通
学
路
の
合
同
点
検
フ

ロ
ー
図
を
参
考
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
交
通
危
険
箇

所
の
把
握
を
強
化
し
、
学

広
域
の
資
源
も
活
用
し
た
い

9月に行われた合同点検の様子

施設内で行われたお祭りの様子（デイサービス不老の郷）
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質
問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
依
然
と
し

て
収
束
す
る
見
込
み
が
立

た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
地
震
や
風

水
害
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
体
制
に
つ
い

て
、
次
の
５
点
を
伺
う
。

問
①
　
指
定
緊
急
避
難
場

所
の
増
設
に
つ
い
て
。

町
長
　
防
災
計
画
の
改
定

で
見
直
し
を
し
た
。
今
後

も
状
況
の
変
化
に
応
じ
、

見
直
し
や
増
設
を
し
た
い
。

問
②
　
福
祉
避
難
所
（
寿

楽
・
あ
ゆ
み
）
が
使
用
不

可
の
場
合
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
西
多
摩
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
工
事
期
間
中

に
お
け
る
対
応
は
。

町
長
　
工
事
に
伴
う
影
響

は
、
令
和
５
年
の
１
年
間

で
そ
れ
ま
で
に
施
設
管
理

者
と
対
策
を
協
議
す
る
。

問
③
　
ペ
ッ
ト
の
同
時
受

け
入
れ
に
つ
い
て
。

町
長
　
多
く
の
人
が
避
難

す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、

人
と
ペ
ッ
ト
は
同
一
避
難

所
内
で
区
分
さ
れ
て
避
難

す
る
こ
と
に
な
る
。

問
④
　
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
簡
略
化
に
つ

い
て
。

町
長
　
主
要
事
項
を
簡
単

に
把
握
で
き
る
よ
う
、
補

足
資
料
を
作
成
し
た
い
。

問
⑤
　
災
害
時
の
協
定
に

つ
い
て
。

町
長
　
現
在
4０
の
協
定
を

締
結
し
て
い
る
が
被
災
者

の
生
活
維
持
の
た
め
、
さ

ら
に
進
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
な
ど
の
体
制
に
つ
い
て

状
況
の
変
化
に
応
じ

 

見
直
し
や 

増
設
を
し
た
い

榎
本
　義
輝
　議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

ガードレールの設置など通学路
等の安全対策のさらなる推進を

対策必要箇所を
 ホームページで公表予定

原　隆夫　議員（公明党）

教育長

質
問
　
千
葉
県
八
街
市
の

児
童
５
人
死
傷
の
事
故
を

受
け
、
国
は
９
月
末
ま
で

に
全
国
の
通
学
路
の
総
点

検
を
実
施
し
、
１０
月
末
を

め
ど
に
対
策
を
示
す
よ
う

求
め
て
い
る
。
今
回
の
事

故
は
飲
酒
運
転
が
直
接
の

原
因
で
は
あ
る
が
、
町
と

福
生
警
察
署
と
協
議
し
て

一
小
、
三
小
と
四
小
の
通

学
路
に
は
ス
ピ
ー
ド
抑
止

を
図
る
た
め
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、

今
回
の
合
同
点
検
に
よ
り
、

危
険
箇
所
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
対
策
を
協

議
し
、
よ
り
一
層
の
安
全

対
策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
点
検
の
結
果
、

危
険
箇
所
や
対
策
必
要
箇

所
に
つ
い
て
は
可
能
な
限

り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

公
表
し
て
い
く
予
定
。

し
て
で
き
る
限
り
の
安
全

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
わ
が
町
は
、

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察
署
、

庁
内
部
局
（
地
域
課
・
建

設
課
他
）
に
よ
る
合
同
点

検
を
毎
年
実
施
し
、
い
く

つ
も
改
善
が
な
さ
れ
て
は

い
る
。
一
層
の
改
善
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
で

は
、
小
学
校
の
保
護
者
な

ど
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

と
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置

要
望
な
ど
を
受
け
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
つ
い
て

町
長
　毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
。

職
員
の
心
身
の
健
康
維

持
に
努
め
る
。

増
設
を
し
た
い

ポストコーンとイメージ狭さくで安全対策がされた通学路

福祉避難所の代替施設となるフ
レッシュランド西多摩
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質
問
　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
受
け
、
わ

が
町
で
も
児
童
・
生
徒
１

人
に
１
台
の
端
末
が
整
備

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取
り

組
み
も
進
み
始
め
て
い
る
。

自
宅
な
ど
で
共
に
授
業
を

受
け
ら
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
学
習
支
援
の
取
り

組
み
は
、
病
気
や
個
々
の

事
情
で
学
校
に
行
け
な
い

児
童
・
生
徒
た
ち
に
寄
り

添
い
、
学
習
の
遅
れ
な
ど

の
不
安
解
消
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
町
の
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。

教
育
長
　
各
学
校
で
の
取

り
組
み
で
リ
モ
ー
ト
型
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可
能
性

と
有
効
性
も
確
認
で
き
た

の
で
、適
応
指
導
教
室「
い

ぶ
き
」
で
も
導
入
し
、
現

在
、
学
校
に
行
け
な
い
児

童
が
適
応
指
導
員
か
ら
リ

モ
ー
ト
に
よ
る
授
業
を
直

接
受
け
る
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
適
応
指
導

教
室
で
の
活
用
を
含
め
、

授
業
の
質
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
充
実
に
努

め
る
。
今
年
度
、
２
学
期

に
は
学
校
と
家
庭
で
行
う

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
児
童
・
生

徒
の
学
び
を
止
め
な
い
決

意
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

病
気
や
諸
事
情
で
学
校
に
行
け
な
い
児
童
・

  

生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
に
つ
い
て

適
応
指
導
教
室
で
の
活
用
を
含
め
、

 

充
実
に
努
め
る

下
野
　義
子
　議
員
（
公
明
党
）

教
育
長

適応指導教室「いぶき」で行われるオンライン授業

「みずほ�まちなか会議」開催に向けて
～議員と話

そう～

ご参加を心よりお待ちしています。

日にち：1月中旬の土日を予定
会　場：�役場４階（議場、委員会室、
　　　　全員協議会室など）

厚生文教委員会

コロナ禍における学校・地域・
家庭の役割について
※�詳細が決まり次第（12月中旬）、
　議会ホームページなどで公表します。

テーマ テーマ

日にち：1月以降を予定
会　場：�役場、コミュニティセンター

などを予定

総務産業建設委員会

詳細な内容が決まり次第、
議会ホームページなどで
公表します。
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